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(2) ＪＲ 

札幌市内の鉄道は、JR北海道が運行しており、JR函館線（27.5km）、JR千歳線（8.0km）、
JR札沼線（15.1km）の 3線計 50.6km、26駅となっている。 
踏切での渋滞解消や事故の防止、市街地分断の解消などを目指し、札幌高架、新川高架、

札沼線高架などの鉄道高架の取り組みを進めるとともに、輸送力の増強を目指して JR 札沼
線の複線化を行った。 
これにより、国鉄時代には、都市間輸送としての役割が大きく、昭和 58 年度には市内 13
駅で利用者数 1日当たり 8万 1千人であったが、その後、輸送力の増強や中間駅の設置によ
り都市内輸送としての役割が大きくなり、平成 20年度には市内 26駅で 1日当たり 19万 4
千人の利用者数となった。 
市内の平均駅間距離は約 2kmで、地下鉄の 2倍となっており、長距離移動の速達性に優れ
ていることや、快速列車の導入により需要が特に多い地域へのさらなる速達性が確保される

などの特徴がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現在は、1日当たり5千人以上の利用がある駅舎のバリアフリー化が進められるとともに、

これまで非電化区間であった JR札沼線の電化で、さらなる輸送力の増強が進められており、

駅が「歩いて暮せる街の中心」となるよう、今後はまちづくりと連携しながら交通機能の充

実を図ることが重要である。 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3-4 札沼線高架（JR新琴似駅） 写真 3-5 ホーム上のエレベーター（JR厚別駅） 

図 3-5 JR の利用者数推移（1日平均の乗車人員） 

資料：札幌の都市交通データブック 
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札幌市内駅合計

札幌駅

① ② ⑤④③ ⑥ ⑦ ⑧

①森林公園駅開設

②星置駅開設

③稲積公園駅など９駅開設

④国鉄からJRへ

⑤八軒駅開設

函館本線（琴似～札幌）高架化

⑥ほしみ駅開設

⑦札沼線（新琴似～あいの里教育大）複線化

札沼線（新川～新琴似）複線高架化

⑧JRタワー開業
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★ＪＲ 

＜想定される事業・施策 イメージ例＞ 

・ＪＲ白石駅橋上化、駅前広場整備（事業中） 
・ＪＲ苗穂駅移転、自由通路・駅前広場整備、アクセス道路整備 
・ＪＲ篠路駅周辺の駅前広場整備、アクセス道路整備 

 
 
 
 
 
 
 

図3-6 DID地区の拡大とＪＲ駅設置状況 

琴 似 札 幌

ＪＲ函館本線
琴似～札幌

高架化1988（Ｓ63）

ＪＲ札沼線
八軒～新川

高架化1996（H08）

八 軒

新 川

ＪＲ札沼線
新琴似～あいの里教育大

複線化2000（H12）

あいの里教育大

新琴似

ＪＲ札沼線
新川～新琴似

複線高架化2000（H12）

凡 例

：昭和58年以前の駅

：昭和59年以降の駅

手 稲

白 石 厚 別

新札幌

～骨格となるJR整備～
（営業キロ：５１ｋｍ）

昭和40年10月1日現在のＤＩＤ地区 69.7k㎡
昭和40～50年に増加したＤＩＤ地区 52.9k㎡
昭和50～60年に増加したＤＩＤ地区 54.3k㎡
昭和60～平成7年に増加したＤＩＤ地区42.6k㎡

ＤＩＤ地区 計219.5k㎡

《現在の市域1,121.12k㎡》
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図3-7 地下鉄・ＪＲ駅におけるバリアフリー化状況 

（平成22年3月現在） 


